








要約:再生不良性貧血(18 名)、溶血性貧血(13 名)、特発性血小板減少性紫斑病(32 名)のた

め長期間の治療を受けた患者および家族を対象としたアンケート調査を施行し、長期療養

上の問題点を検討した。 

長期入院に対しては院内学級の設置、通院治療では遠方通院のため種々負担えの配慮、教

育問題では教育担当者の理解を求めること、さらに包括医療としてのトータルケアーの充

実などか今後の改善課題であることが示された。 


